
北九州市教育委員会における学校の業務改善の取組みについて 

（勤務時間管理） 
 
 

 
 
１ 導入の経緯 

 平成２４年４月（服務管理機能 
（出退勤時間管理含む）について 
は、平成２５年１月）から校務情 
報のデータ化・データ共有化、事 
務処理の効率化、務負担の軽減等 
を図るため、成績管理、出欠管理、 
文書管理、服務管理等を行える校 
務支援システムをに導入。 

 
 
 
２ 出退勤時間登録方法 

カードリーダー設置校においては、出勤時及び退勤時にＩＣカードをカードリ

ーダー（図１）にかざすことで出退勤時間を登録。カードリーダー未設置校にお

いては、各自のイントラパソコンから、出勤登録及び退勤登録の画面（図２）を

開いて出退勤時間を登録。 
現在、すべての学校で出退勤登録を簡単に行えるよう、カードリーダーの設置

を順次進めているところ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
         【図１ カードリーダー】            【図２ 出退勤登録画面】 
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１ 学校管理職等による所属教職員の出退勤時間確認 

  学校管理職は所属教職員の出退勤時間が確認できるため、所属教職員一人一

人の業務の繁忙状況などを確実に把握できるようになった。また、業務状況の

把握だけでなく、体調管理等にも活用している。 
 
２ 教育委員会による出退勤時間の把握 

  教育委員会において、すべての教職員の出退勤時間を把握し、学校ごと、職

ごと、個人ごと等の情報を抽出、分析できるようになったため、学校状況の把

握や健康管理、業務改善の効果検証等で活用できるようになった。 
 

３ 管理職への情報提供 

  管理職に対し、市内全校の平均月在校時間（出勤して退勤するまでの時間か

ら勤務時間を除いた時間）の情報を提供している。これにより管理職による勤

務時間管理の徹底を促している。 
  また、学校担当課長の訪問の際には、この情報を活用して、管理職への在校

時間の管理や業務改善についての指導・助言を行っている。 
 
４ 健康被害防止対策 

  平成 20 年 2 月から、一月の在校時間が 100 時間を超えた者及び二月の在校時

間の平均が 80 時間を超え、面接指導を希望した者については、労働安全衛生法

に基づき、産業医等による面接指導を実施している。なお、平成 26 年度より、

新規採用職員については、在校時間が 100 時間を超えた者、その他の職員につ

いては、在校時間が連続 3 ヶ月 100 時間を超えた者等を対象に、夏季及び冬季

休業期間中に集中的に産業医による面接指導を実施し、健康の確保に努めてい

る。 

勤務時間管理を活用した取組み 


